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論 文 内 容 の 要 旨

動地物の生長, 代謝が外界の C O 2 分圧に建轡されるという研究報JLLJ-･は多数あるが, 個々の酵素や酵素

系に対する作用を研究 した例はきわめて少ない｡

著者は C 0 2 がカタラーゼの過酸化水素分解能を著 しく阻 告 することを確かめ, この阻害が溶液の pH ,

イオン強度に矧兇係であり, また完全に可逆的であることを兄いだしている｡ 炭酸脱水素酵素を用いた実

験から阻害剤の本態は炭酸やその解離型である重炭酸イオンや炭酸イオンではなく, 水和 していない分子

状 C 0 2 であることを明らかにしている. 他方, 本酵素の有するもうーつの触媒能, ペルオキシダーゼ性

活度は通常の条件下ではきわめて低いが, C 0 2 はこれを顕著に増進することを兄いだした｡

また著者が考案製作した電子管式記録検圧計は反応容器の圧力の微小変化を検出する空どう, 電圧変化

に変換する R C A 5734 真空管, 増幅回路, 記録器から構成され, この装吊より過恨化水素分解反応の動

力学的研究が正確に遂行されているO とくに本装置の特色とする反応系内の初圧を 100- 7610m m H g にわ

たって変化せ しめた際の過酸化水素分解速度を測定 し, これが反応系の初圧に鮒英係であることを明らか

にした事実は少なくとも反応産物である酸素がカタラーゼの反応中心から離脱する段階が全体反応におい

て律速的でないことを意味するものと説明している｡ また反応中心- の過酸化水素の拡散が過酸化水素分

解の全体反応速度に影響 していることについて理論的考察と実験的証明がなされている｡ 反応中心として

のヘマチンがタンパク質分子内に埋没され, 立体角 7T/4 の穴の底に位置しているものと推定 している｡

また 2,41 ジクロルフェノール (DCP) によるカタラーゼの阻害についてその機作を解明している｡

なお実験に供試 したウシ肝臓カタラーゼ, ウシ血液炭酸脱水酵素標品は著者自ら精製結晶化あるいは純

化 したものであり, 酵母カタラーゼに関する一連の研究は参考論文として付記 している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

カタラーゼは生物界に普遍的に存在する一種のヘムタンパク質で, 一般には過酸化水素分解反応に対す
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る生化学的触媒として認識されている重要な酵素である｡ このカタラーゼが C 0 2 によって全 く可逆的に

酵素活性が変化するという知見はこれが最初のものである｡ 新鮮組織磨砕物中の本酵素の過素化水素分解

能もカタラーゼ結晶標品と同様に C 0 2 によって阻害されることから, 生体内における本酵素は過酸化水

素分解作用よりもペルオキシダーゼ性作用を営むものであると推論 している｡

また, 著者が新 しく考案製作した電子管式記録検圧計は反応容器の圧力の微小変化を電圧変化に変換 し

うる装置であって過酸化水素分解反応のみならず, 圧力変化を伴なうすべての反応の測定に利用されるき

わめて精密な利用面の広い器械である｡

反応中心としての- マチンのタンパク質分子内の位置に対する考察およびカタラーゼの特異阻害剤であ

る 2,4- ジクロルフェノールによる阻害機作を解明し, カタラーゼの頁の生理的意義を考察 している点な

ど酵素化学, 生理化学に貢献するところきわめて大きく, 学会においても高 く評価されている優秀な業績

である｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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